

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　ぬ＞Ｏにたいして，⑨，⑩，⑥，⑩と0<y<l, Iむ＞Ｏからdt>0, dp>0, dl<0.
心＜O。したがって，微少なεの増加にたいしてz，夕は増加し, I,２は，減少する。それ
ゆえ，εがεからε十∠1εへと増加したときに｡ 　t,　t-,　I,　ｚ　ｔ^それぞれ£十∠li,P十ｊﾀ，
Z－∠il,z-∠lｚへと増減したとする。このとき，∠]£=de (£は唯一の独立変数である｡）
が充分小さいとき，∠]t=dt,∠1ﾀ＝卵,∠U=-dl, Az=一心が近似的に成立すると考えて
よい。
　⑨，⑩，⑩，⑩においてε＝Oとおき，　ｄｅ,　ｄt，　ｄｐ,　dl.血の代りに∠1ε，∠lz，∠1A
－∠M，－∠lｚを代入したあと，あらためて∠jEをεとおくと, 58 (103)ページの四つの
関係式（1）～（4）がえられる。
